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首
都
ル
サ
カ
か
ら
車
で
約
1
時
間
半
、
中
央
州
ム

ン
ブ
ワ
郡
ム
エ
ン
ベ
ジ
村
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
到

着
す
る
と
、
多
く
の
村
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
普
段

は
準
医
師
※
1
と
看
護
師
の
み
が
常
駐
す
る
静
か
な
医

療
施
設
だ
が
、2
週
間
に
1
度
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
エ

イ
ズ
発
症
患
者
を
対
象
に
モ
バ
イ
ル
（
移
動
）
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
開
か
れ
る
こ
の
日
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
だ
。

　

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、郡
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
郡
内
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を
定
期
的
に
巡
回
し
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
免
疫
力
を
正
常
に
保
つ
抗
レ
ト
ロ

ウ
イ
ル
ス
薬
（
Ａ
Ｒ
Ｖ
）※
2
の
処
方
・
配
布
や
、
症

状
の
重
い
エ
イ
ズ
患
者
の
治
療
を
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
治
療
の
進
行
を
調
べ
る
た
め
の
検
査
用
血
液

サ
ン
プ
ル
の
採
取
も
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
５
年
に
Ａ
Ｒ
Ｖ
治
療
が
無
料
化
さ
れ
た
ザ

ン
ビ
ア
で
は
、
都
市
部
の
住
民
な
ど
一
部
の
人
々
に

と
っ
て
は
薬
が
身
近
に
な
り
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
即
「
死

の
宣
告
」
で
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、

す
ぐ
に
治
療
が
必
要
な
人
の
半
数
近
く
が
、
交
通
ア

ク
セ
ス
の
問
題
や
医
療
人
材
不
足
の
影
響
で
、
そ
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
る
。
こ
の
日
、
モ
バ
イ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
薬
を
処
方
さ
れ
た
感
染
者
の
ル
イ

ス
・
ム
ア
ン
サ
さ
ん（
35
）は
、「
地
域
に
よ
っ
て
は
、

一
番
近
い
医
療
施
設
ま
で
数
十
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩

く
人
も
多
い
。Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
影
響
で
体
が
弱
っ
て
い
れ

ば
、
治
療
は
も
う
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
」
と
話
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ
た
人
々
が
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
06
年
に「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
。モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
、運
営
を
担
当
す
る
郡
保
健
局
や
郡
病
院
と
連
携
し

て
活
動
へ
の
支
援
や
人
材
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
始
ま
る
ま
で
、
薬
を
も

ら
い
に
ル
サ
カ
ま
で
通
っ
て
い
た
マ
ヤ
ワ
・
カ
ス
ウ
ェ

ル
さ
ん
（
43
）
は
、「
体
へ
の
負
担
も
、
経
済
的
な
負

担
も
と
て
も
大
き
か
っ
た
が
、
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
お
か
げ
で
今
は
自
転
車
で
通
え
る
よ
う
に
な
り
、

薬
も
楽
に
手
に
入
る
」
と
喜
ぶ
。
早
川
忠
男
・Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
は
「
治
療
の
継
続
に
は
、
医
療
施
設
に

容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
、
定
期
的
に
治
療
を
受

け
ら
れ
る
か
、
と
い
っ
た
点
が
重
要
だ
。
モ
バ
イ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
始
め
て
以
来
、
治
療
か
ら
脱
落
す
る

患
者
の
数
が
減
っ
て
い
る
の
は
良
い
サ
イ
ン
だ
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
は
、こ
う
し
た
治
療
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の
啓
発

活
動
や
、
適
切
な
診
断
・
検
査
、
患
者
の
在
宅
ケ
ア

や
エ
イ
ズ
で
家
族
を
失
っ
た
孤
児
の
支
援
、
ま
た
、

対
策
を
推
進
す
る
行
政
機
関
の
強
化
も
求
め
ら
れ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
よ
る
予
防
啓
発

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
地
方
の
人
々
に

継
続
的
な
治
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

巡
回
型
の
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

ムエンベジ村のヘルスセンターでは、経験豊富な準
医師が、モバイルクリニックの技術的・人的支援を
受けながら、感染者の診療から薬の処方までを一手
に担う。ここでは300人以上の患者を抱えている

モバイルクリニックで体重を測定する人々。感染者自身でつくられた支援グル
ープが行う。彼らは感染者のケアや、偏見視されることを恐れて外出を渋る
人々への治療の働き掛けもしている

ムンブワ郡の保健局長に、モバイルクリニックの進め方についてアドバイスす
るJICA専門家の早川忠男さん（右）と野崎威功真さん

H I V／エイズ克服を目指す
地域の人々が支え合い、

アフリカ南部のザンビアでは、成人の7人に1人がHIV感染者であるなど、HIV／エイズのまん延が深刻だ。
政府はその負の影響に対応するため、国を挙げてHIV／エイズ対策を推進している。
JICAも、人々を感染から守るとともに、すべての感染者や患者が病気と向き合い、適切な治療を受けられるよう、
予防啓発活動から、治療サービスの提供、政府の政策提言まで、包括的な支援を行っている。

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
。患
者
は
毎
日
の
薬
の
摂
取
だ
け
で
な
く
、定
期
的
な
治
療
が
重
要

な
た
め
、次
回
の
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
告
知
す
る
掲
示
板
を
設
置
し
た
り
、患
者
の
カ
ル
テ

を
作
り
、診
療
記
録
を
残
し
て
い
る

い く ま

写真=   飯塚 明夫 （写真家）

※１ 大学で医学課程を修了した医療従事者。正式な医師免許は持たず、医師の補助的
な役割を担う。
※２ HIV の増殖を抑え、エイズ発症を遅らせる効能を持つ。
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活
動
や
感
染
者
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
に
関
す
る
検
査
の
精
度
管
理
能
力
向
上
、Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
連
携
に
よ
る
低
所
得
者
層
の
治
療
支
援
、Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ
ズ
対
策
を
推
進
す
る
「
国
家
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
・
結
核
・
性
感
染
症
評
議
会
」
へ
の
政
策
支
援
な
ど
、

包
括
的
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
、
検
査
精
度
管
理
能
力
の
向
上
を
図
る

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
検
査
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
ル
サ
カ
中
心
部
の
ザ
ン
ビ
ア
大
学

教
育
病
院
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
が
30
年

近
く
支
援
を
続
け
て
き
た
こ
の
病
院
に
は
、
同
国
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
検
査
体
制
の
拠
点
と
な
る
ウ
イ
ル

ス
検
査
室
が
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
病
院

の
検
査
技
師
と
協
力
し
な
が
ら
、
全
国
10
カ
所
の
主

要
病
院
の
検
査
室
を
対
象
に
検
査
精
度
の
向
上
、
検

査
運
営
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
の
正
確
性

は
、
感
染
者
一
人
一
人
に
正
し
い
診
断
を
下
す
た
め

に
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
後
の
適
切
な
治
療
・

ケ
ア
の
実
施
、
予
防
活
動
、
国
の
統
計
や
そ
れ
に
基

づ
く
政
策
決
定
な
ど
の
土
台
と
な
る
も
の
だ
」

　

そ
う
話
す
の
は
松
浦
伸
哉
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。

こ
れ
ま
で
、
検
査
手
順
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
や
、
検

査
技
師
へ
の
研
修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
以
前
は
病

院
ご
と
に
検
査
技
師
の
意
欲
や
体
制
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、

そ
の
信
用
性
も
低
か
っ
た
そ
う
だ
が
、「
作
成
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、
精
度
の
高
い
統
一
の
検
査
体

制
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
共
通
意
識
が
芽
生
え
つ

つ
あ
る
」
と
今
後
の
変
化
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
。

　

ル
サ
カ
に
は
、
低
所
得
者
層
が
居
住
す
る
、
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
が
多
く
存
在
す
る
。

そ
こ
で
は
無
秩
序
に
立
ち
並
ぶ
商
店
や
小
屋
の
間
に

人
々
が
密
集
し
、
ご
み
が
散
乱
す
る
劣
悪
な
衛
生
環

境
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
を
ま
ん
延
さ
せ
て
い
る
。

最
近
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
で
免
疫
力
が
落
ち
て
感
染

症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
結
核
を
発
症
す
る
患
者

も
急
増
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
病
状
の
進
行
を
早
め

る
た
め
、早
期
に
適
切
な
結
核
治
療
を
受
け
な
け
れ

ば
、
わ
ず
か
数
カ
月
で
死
に
至
る
危
険
性
が
あ
る
と

い
う
。

　

最
大
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
一
つ
、
カ
ニ
ャ
マ
地
区

の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
朝
早
く
か
ら
診
察
の
順
番

待
ち
を
す
る
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
そ
の
敷
地

内
で
は
、
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
の
住
民
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
紙
芝
居
を

使
っ
て
、
人
々
に
結
核
の
病
状
や
服
薬
の
仕
方
・
副

作
用
な
ど
を
伝
え
て
い
た
。
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
、
彼
ら
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
の
は
、
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
特
活
）Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
｜
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
、
２

つ
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
で
結
核
・
エ
イ
ズ
統
合
治
療
支

援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
の
数
が
不
足
し
て
い

る
中
、
継
続
的
な
服
薬
が
欠
か
せ
な
い
結
核
治
療
で

は
、
日
ご
ろ
か
ら
患
者
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
彼
ら

を
支
え
る
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
の
働
き
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
。Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
｜
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
研
修
を

受
け
て
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
ダ
イ
ア
ナ
・

ト
ゥ
ー
レ
さ
ん
（
46
）
は
、「
研
修
の
お
か
げ
で
、
結

核
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

ケ
ア
が
必
要
な
患
者
さ
ん
た
ち
の
助
け
に
な
れ
た
」

と
喜
ぶ
。「
エ
イ
ズ
や
結
核
へ
の
偏
見
が
根
強
く
、
発

症
し
た
こ
と
が
周
り
に
知
れ
る
の
を
恐
れ
て
治
療
を

た
め
ら
う
人
も
い
る
。
正
し
い
知
識
や
感
染
予
防
・

治
療
の
情
報
を
地
域
全
体
で
共
有
し
、
一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
を
救
え
る
よ
う
、
今
後
も
ケ
ア
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」。

　

一
方
、
首
都
近
郊
の
ル
サ
カ
州
チ
ョ
ン
グ
ウ
ェ
郡

で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
グ
ル
ー
プ
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
・
患
者
の
ケ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。活
動
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ
の
収
入
向
上
、
住

民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
エ
イ
ズ
患
者
生
活
支
援
、
エ
イ

ズ
遺
児
ら
が
通
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の

情
操
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
ほ
か
、
予
防

啓
発
活
動
に
携
わ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
隊
員
も

各
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

ザ
ン
ビ
ア
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
の
参
謀
本
部

と
も
い
え
る
国
家
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
・
結
核
・
性
感

染
症
評
議
会
で
、
政
策
提
言
や
能
力
向
上
支
援
を
行

う
瀬
古
素
子
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
調
整
役

も
担
う
。「
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
予
防
、
治
療
、
ケ
ア
、

政
策
と
い
っ
た
分
野
横
断
的
な
取
り
組
み
と
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
か
ら
政
府
ま
で
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
取
り

組
み
の
双
方
を
網
羅
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
非
常

に
高
い
と
自
負
し
て
い
る
」
。
月
に
1
度
、
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
進
捗
を
報
告
し
情

報
を
共
有
し
て
い
る
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
現
場

か
ら
得
た
情
報
は
、
国
の
政
策
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。評
議
会
の
ベ
ン
・
チ
ル
ワ
長
官
は「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
も
た
ら
さ

れ
る
成
果
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
貴
重
な
知
見
が
蓄

積
さ
れ
、
わ
が
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
非
常

に
有
意
義
だ
。
今
後
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
語
る
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
よ
る
負
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
ザ
ン
ビ
ア
の
人
々
。
だ
が
、
現
地

で
目
に
し
た
の
は
、
感
染
の
事
実
を
受
け
止
め
、
病

気
と
共
に
前
向
き
に
生
き
る
感
染
者
や
患
者
と
、
彼

ら
を
支
え
よ
う
と
奮
闘
す
る
周
囲
の
支
援
者
の
姿

だ
っ
た
。
そ
う
し
た
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
い
つ

か
エ
イ
ズ
を
克
服
し
、
未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
た
社

会
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
た
い
。

感
染
者
や
患
者
を
支
え
る

地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
て
、

ケ
ア
活
動
を
広
げ
よ
う

ザンビアZAMBIA

ア

ム

ダ

マ

イ

ン

ズ

し
ん
ち
ょ
く

チョングウェ郡で、HIV感染者宅を巡回する支援者たち。せっけんや洗剤、浄
水剤などの衛生用品も届けている

カニャマ地区のヘルスセンターに来ていた
HIV感染者。現地のNGOによる収入向上
支援で、テーブルクロスを作っている チョングウェ郡で、感染者支援を行う住民グループと話し合う西光佳乃子隊員（中央）

カニャマ地区のヘルスセンターで患者
に薬を配布する治療サポーター。彼らも
AMDA-MINDSの研修で養成された

ザンビア大学教育病院のウイルス検査室
で、日本の無償資金協力で供与された機
材を使い、血液検査をする検査技師たち

特集 感染症ー見えない恐怖との闘い
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